




 

血液培養による染色体分析に際し全血の一部を凍結保存し,必要に応じて再度の培養を行

う技術については,昨年度にその概要を報告したが,本年度は凍結手順をさらに簡便化し,

他の目的にリンパ球を使用する場合を除き全検体の凍結保存を行うところまで進めること

ができた。数 ml の血液を得た場合,通常 2 本の培養(各 5～10ml)をスタートする。残りの

血液に等量の培養液(DMSO を 20%の割に加えた RPMI-1640,仔牛血清を 15%含むが,日常の培

養に使用するものと同一組成であり,DMSO の添加のみが異なる)を加え,そのまま－80℃の

フリーザーに投与する。要するに余った血液を捨てる代りにフリーザーに保存する訳で,

これ以上簡単な技術は考えられないであろう。融解と培養のステップについては,昨年まで

と特に変るところはない。過去 1年間に解凍して培養した 9例では,1 例を除き総て培養に

成功した。テスト目的での凍結を含めると,74 検体中 65 検体の成功率である。ただしテス

ト用は全血1mlのみを用いているので,実際の症例(数mlなど量が多い)では,さらに成功率

が高いと思われる。なお最近不成功であった 1例では,採血当日の培養も 3本総てが不成功

に終っており,患者のＴ系リンパ球に問題があると推定された(詳細は Nakagome et 

al.1982)。 


